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第
二
十
八
回
指
導
者
研
修
会

　
平
成
２
２
年
９
月
１
９
日

（
日

）

　
場
所
　
荒
川
区
荒
川
３
・
４
９
・
１

 
 
 
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
多
目
的
室

　
日
時
　
１
２
：
２
０
～

１
５
：
２
０

　
研
修
内
容

 
①
固
め
・
極
め
の
実
践

　
②
演
武
大
会
師
範
演
目
確
認

　
③
科
目
外
練
習

 
④
難
解
技
解
説

　
④
そ
の
他

第
二
十
九
回
指
導
者
研
修
会

　
平
成
２
２
年
９
月
２
３
日

（
木

）

　
場
所
　
台
東
区
今
戸
１
の
１
の
１
０

　
　
　
　
台
東
区
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

　
研
修
内
容

　
①
他
武
道
の
分
析
・
対
応
検
討

　
②
参
戦
者
の
援
護
・
応
援
体
制

 

平
成
二
十
二
年
度
 

第
二
・
四
半
期

　
偲
ぶ
会

※
８
月
１
３
日

（
金

）

墓
参
実
施

・
笠
置
先
生
・
舘
長

※
墓
参
実
施
は

、
当
連
盟
の
忍
ぶ
会
会
員
全
員
に
よ
り
実
施
す
る
と
こ

ろ
で
す
が

、
行
事
等
の
関
連
事
務
繁
多
に
伴
い
２
名
に
て
行
い
ま
し

た

。
次
回
は

、
全
員
で
行
い
た
い
と
思
い
ま
す

。

《
偲
ぶ
会
の
内
容
に

つ
い
て
は

、
先
生
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

。

》

平
成
二
十
二
年
度
　
第
二
・
四
半
期

青
少
年
育
成
指
導
相
談
室

（
事
務
局
報
告

）

　
個
別
相
談
　
　
　
二
　
件

　
　
・
登
校
拒
否
　
　
　
　
０
件
　
・
い
じ
め
　
　
０
件

　
　
・
Ｈ
Ｐ
相
談
件
数
　
　
０
件
　
・
そ
の
他
　
　
２
件

（
事
務
所
に

、
飛
び
込
み
痴
漢
相
談

）
９
／
１
０
・
・
２
３
：
１
０

　
※
女
子
高
校
１
年
生
S
さ
ん
・
・
帰
り
道
に

、
若
い
男
に
車
か
ら
声

を
掛
け
ら
れ

、
断

っ
て
も
し
つ
こ
く
声
を
掛
け
て
き
た
の
で

、
怖
く
て

か
ね
て
よ
り
護
身
武
道
の
表
札
が
出
て
知

っ
て
い
た

、
当
事
務
所
に

「
助
け
て
も
ら
い
た
く
て
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
を
押
し
て
助
け
を
求
め
た

」

と
の
こ
と

。
・
・
・
た
だ
ち
に
周
辺
を
確
認

、
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ

家
に
連
絡

、
警
察
に
通
報

。

　
　
　
　
　
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

心
の
こ
り
を
ほ
ぐ
す

（
連
載

）

「
体
が
気
持
ち
い
い
と
心
も
気
持
ち
よ
く
な
り
ま
す

」
・
・
・
　
ど
う
や

っ
て
ス

ッ
チ
を
オ
フ
に
す
る
か

よ
く
し
た
も
の
で

、
体
に
は

「
ス
イ

ッ
チ
オ
フ

」
に
す
る
装
置

も
備
わ

っ
て
い
ま
す

。
そ
れ
が
副
交
感
神
経
で
す

。
こ
ち
ら
は

リ
ラ

ッ
ク
ス
す
る
た
め
の
神
経
系
で

、
副
交
感
神
経
が
働
く

と

、
体
か
ら
緊
張
が
解
け

、
ス
ト
レ
ス
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
ま

す

。
実
は

、
マ

ッ
サ
ー

ジ
を
受
け
た
り

、
温
泉
に
つ
か

っ
て
い

る
と
き
に
は

、
副
交
感
神
経
が
よ
く
働
い
て
い
る
の
で
す

。
つ

ま
り

、
自
律
神
経
の
興
奮
状
態
を
適
度
に
抑
え

、
副
交
感
神
経

を
働
か
せ
て
心
身
の
ス
イ

ッ
チ
オ
フ
状
態
を
造
り
あ
げ
る
こ
と

が

、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
つ
な
が
る
の
で
す

。
次
号
等
で
説
明

し
ま
す
が

、
ス
ト
レ

ッ
チ
で
体
を
伸
ば
し
た
り

、
体
を
適
度
に

動
か
す
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ
な
が
る
の
は
そ
の
た
め
な

の
で
す

。

　
　
　
　
道
場
だ
よ
り

平
成
二
十
二
年
度

　

行
事
予
定

　
十
一
月
二
十
一
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　
十
二
月
　
十
二
日

（
日

）
忘
年
会

　
十
二
月
二
十
七
日

（
月

）
本
部
納
会

　
平
成
二
十
三
年

　
　
一
月
　
　
九
日

（
日

）
鏡
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
身
武
道
演
武
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
会

　
　
三
月
二
十
一
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　平
成
二
十
二
年
度
　
第
二
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
　
理
事
会

第
十
九
回
理
事
会

　
日
時
　
平
成
二
十
二
年
八
月
九
日

（
日

）

　
　
　
　
１
５
：
３
０
～

１
８
；
１
０

　
場
所
　
松
戸
市
五
香
西
二
丁
目
三
十
番
地
　
元
山
会
館

　
審
議
事
項

　
　
一
六
段
位
師
範
・
教
士
の
審
査
結
果
　
確
認
の
件

　
　
二
生
涯
学
習
ラ
ー

ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
講
座
評
価
・
反
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
認
の
件

　
　
三
合
同
練
習
会

、
合
同
研
修
会
の
評
価
・
反
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
認
の
件

　
　
四
三
行
事
・
事
業
展
開
確
認
の
件

　
　
　

（
場
所

、
役
割

、
企
画

、
宣
伝

、
そ
の
他

）

　
　
　
・
他
武
道
参
戦

　
　
　
・
護
身
武
道
演
武
大
会

　
　
五
支
部
開
設

、
宣
伝
活
動
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
確
認
の
件

　
　
六
そ
の
他
の
事
項

第
二
十
回
理
事
会

　
日
時
　
平
成
二
十
一
年
九
月
十
九
日

（
日

）

　
　
　
　
１
５
：
４
０
～

１
８
：
０
０

　
場
所
　
荒
川
区
荒
川
３
・
４
９
・
１

　
　
　
　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
第
３
会
議
室

　
審
議
事
項

　
一
審
査
評
価
表
作
成
の
意
義
　
確
認
の
件

　
二
理
事
会
出
席
者
規
定
改
正
等
確
認
の
件

　
三
他
武
道
参
戦
に
お
け
る
役
割
分
担
等
確
認
の
件

　
四
護
身
武
道
演
武
大
会
環
境
整
備
等
確
認
の
件

　
五
ポ
ス
タ
ー

、
平
成
二
十
三
年
カ
レ
ン
ダ
ー

作
成
要
旨
確
認
の
件

　
六
支
部
開
設

、
宣
伝
活
動

、
年
間
活
動
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
確
認
の
件

　
七
そ
の
他
の
事
項

平
成
二
十
年
度
　
第
二
・
四
半
期

護
身
武
道
武
道
研
究
会

　
　
　
〈
ス
キ
ル
向
上
へ
の
取
り
組
み
・
研
究
機
関

〉

※
護
身
武
道
・
短
刀
取
り
②

　
迎
え
・
中
段
突
き

　
左
前
　
　
後
二
足
捌
き

　
掛
手

（
右
手

）

　
目
打
ち

（
左
手

）

　
脇
合
わ
せ

　
脇
合
わ
せ
倒
し

　
脇
合
わ
せ
固
め

　
肩
抑
え
固
め

　
肩
甲
骨
極
め

本
部
道
場
　
　
　
　
　
　
 
 
　
　
　
　
舘
　
長

場
所
　
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
小
学
校
体
育
館

（
関
連
記
事
・
・
２
８
号
新
聞

）

※
高
段
位
師
範
審
査
実
施

実
施
日
　
　
八
月
七
日

（
土

）
～

八
日

（
日

）

実
施
場
所
　
松
戸
市
五
香
西
４
丁
目
２
２
の
１

　
該
当
者
　
　
片
倉
隆
志
殿

、

　
　
　
　
　
　
笠
置
博
史
殿

　
認
可
・
・
六
段
位
師
範
・
教
士

※
練
習
・
・
９
月
期
よ
り

、
高
橋
初

段
が
復
帰
し
ま
し
た

。

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
解
消
と
仲
間
と
の

交
流
は

「
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
ー

」
に
大

切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す

。
生
き
抜
く

な
か
に

、
良
く
も
悪
く
も
ス
ト
レ
ス

は
あ
る
も
の
で
す

、
気
持
ち
を
新
た

に

、
リ
ス
タ
ー

ト
す
る
き

っ
か
け
と

な
る
こ
と
に
な
れ
ば

、
練
習
参
加
は

価
値
が
あ
る
も
の
と
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か

。
高
校
生
は

、
目
に
見

え
て
上
達
し
て
い
ま
す

。
早
く
黒
帯

を
締
め
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す

。
目
の
前
の
目
標
は

、
一
級
目
指
し
て
頑
張
る
こ
と
で
す

。
大
関
弐
段
は

、
年
少
の
部
指
導
員

と
し
て
き
め
細
か
な
指
導
を
し
て
い

ま
す

。
今
年
度
中
に
は

、
参
段
の
審

査
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す

。
練
習
の
締
め
は

、
乱
取
り
で
す

。
総
当
た
り
で
行

い

、
日
頃
の
練
習
が
結
果
と
し
て
出
ま
す

。

（
乱
取
り
の
練
習
は
ス
キ

ル
向
上
を
図
り

、
自
力
を
高
め
非
日
常
時
で
の
平
常
心
の
醸
成
を
す
る

も
の
で
す

。

）

【
今
が
そ
の
時

、
そ
の
時
が
今

】
が
発
揮
で
き
る
よ
う
練
習
が
必
要
で

す

。
又

、
怪
我
の
無
い
よ
う
上
級
者
は
配
意
し
て
い
か
な
け
ら
ば
な
り

ま
せ
ん

。
続
け
る
こ
と
は

、
楽
し
く
怪
我
な
く
練
習
が
出
来
る
こ
と
で

す

。

ス
ポ
ー

ツ
ア
イ
シ
ン
グ
・
・
・
・
連
続
掲
載

第
１
章
　
ア
イ
シ
ン
グ
と
は
何
か
　
　
　
　
　

（
連
載

）

１
ー

２
　
応
急
処
置
の
エ
ー

ス

②
 

病
院
に
行
く
前
が
大
事
・
・
・
・
・
・
・
・

ス
ポ
ー

ツ
等
で
け
が
を
し
た
と
き

、
医
師
に
診
て
も
ら
う
か
ど
う
か
の

基
準
は

、
人
に
よ

っ
て
判
断
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す

。
本
当
は
ど
ん

な
小
さ
な
け
が
で
も
念
の
た
め
診
て
も
ら

っ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
す

が

、
現
実
に
は
そ
う
も
い
き
ま
せ
ん

。

病
院
に
い
く
以
前
が
大
切
な
の
で
す

。

け
が
を
し
て
か
ら
病
院
へ
行
く
決
心
を
し
て

、
実
際
に
診
察
を
受
け
る

ま
で
に
は

、
か
な
り
の
時
間
が
経
過
し
て
い
る
は
ず
で
す

。
そ
の
間
に

何
も
し
な
い
で
放

っ
て
お
く
と

、
け
が
は
じ
わ
じ
わ
と
広
が
り

、
悪
化

の
方
向
へ
と
向
か
い
ま
す

。

一
つ
の
サ
イ
ン
が

「
腫
れ

」
で
す

。
腫
れ
が
大
き
く
な
る
こ
と
は

、
実

際
に
損
傷
を
受
け
た
細
胞
だ
け
で
な
く

、
そ
の
周
辺
細
胞
ま
で
被
害
が

広
が

っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す

。
こ
う
な
る
と

、
確
実
に
治
る
の

は
遅
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す

。

三
普
及
啓
発
事
業

　
①
美
化
推
進
活
動

 
・
関
連
記
事
・
第
２
８
号
新
聞

　
 

平
成
２
２
年
８
月
８
日

（
日
曜
日

）

　
 

場
所
　
松
戸
市
五
香
西
２
丁
目
３
０

　
　
　
　
元
山
会
館
周
辺
・
・

　
　
　
　
　
合
宿
参
加
者
全
員

　
②
編
集
会
議

　
　
　
　
・
第
２
８

、
２
９

、
３
０
号
新
聞

　
 

場
所
 

松
戸
市
五
香
西
２
丁
目
３
０

 
 
 
 
 

（
元
山
会
館

）

四
派
遣
事
業
・
・
盆
踊
り
大
会
警
備

　
　
日
時
　
　
８
月
２
８
日

（
土

）

　
　
場
所
　
　
東
上
野
６
・
１
６
・
８

　
　
　
　
　
　
上
野
小
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
出
向
者
・
・
・
４
名

五
派
遣
事
業
・
・
他
武
道
参
戦

　
・
関
連
記
事
・
第
２
９
号
新
聞

　
　
日
時
　
９
月
２
３
日

（
木
曜
日

）

　
　
場
所
　
台
東
区
今
戸
１
・
１
・
１
０

　
　
 
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ス
ポ
ー

ッ
セ
ン
タ
ー

　
　
出
向
者
・
・
・
十
名

平
成
二
十
二
年
度
　
第
二
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
　
事
務
局

一
報
告

　
平
成
２
２
年
度
法
人
市
民
税
の
減
免
決
定
通
知
書
　
６
／
２
５

　
平
成
２
２
年
度
法
人
県
税
の
減
免
通
知
書
　
９
／
１
５

　
第
９
回
東
芝
従
業
員
社
会
貢
献
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
資
金

　
　
　
　
応
募
・
・
当
選

二
講
演
事
業
・
・
夏
期
合
同
練
習
会

　
平
成
２
２
年
８
月
７
日

（
土
曜
日

）
～

８
日

（
日
曜
日

）

　
場
所
　
松
戸
市
五
香
西
４
丁
目
２
２
の
１

　
　
　
　
松
戸
市
立
松
飛
台
小
学
校
体
育
館

平
成
二
十
二
年
度
　
第
二
・
四
半
期

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
〈
身
技
体
の
向
上

、
訓
練

、
確
認
機
関

〉

第
二
十
七
回
指
導
者
研
修
会

平
成
２
２
年
８
月
７
日

（
土
曜
日

）
～

８
日

（
日
曜
日

）

　
場
所
　
松
戸
市
五
香
西
４
丁
目
２
２
の
１

　
　
　
　
　
　
　
　
松
戸
市
立
松
飛
台
小
学
校
体
育
館

　
研
修
内
容

　
①
全
体
指
導
の
向
上

　
　
把
握
・
指
示
・
決
断
・
そ
の
他

　
②
昇
段
審
査

　
審
査
該
当
者

 
・
初
段
審
査

（
指
導
員
助
手

）
　
高
橋
　
元

、
川
島
孝
浩

　
・
弐
段
審
査

（
支
部
指
導
員

）
　
植
田
拓
矢

、
竹
下
剛
史

　
・
六
段
位
師
範
審
査

（
教
士

）
　
片
倉
隆
志

、
笠
置
博
史

草
加
道
場
　
　
　
　
　
　
大
村
師
範
・
片
倉
師
範

場
所
　
草
加
市
新
栄
町
２
４
３
　
　
新
田
西
公
民
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
1
７
：
０
０
～

１
９
：
０
０

※
三
級
審
査
実
施
　
　
磯
辺
　
颯
殿

　
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
七
日
合
格

 
最
近

、
草
加
道
場
で
は
颯
君
を
連
れ
て
上
野
道
場
に
出
稽
古
に
行

っ

て
ま
す

。
草
加
に
は
颯
君
と
同
年
代
の
子
供
が
い
な
い
の
で
月
一
で
一

緒
に
稽
古
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す

。
お
か
げ
さ
ま
で
か
な
り
上
達
し

ま
し
た

。
今
後
は
ほ
か
の
道
場
に
も
連
れ
て
行
こ
う
と
思

っ
て
い
ま

す

。
い
つ
も
颯
君
は
そ
の
時
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す

。

　



ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.zengoren .org／

ひ
た
ち
な
か
教
室
　
平
戸
師
範

連
絡
先
０
９
０
２
７
３
７
０
８
１
２

 
日
時
　
　
　
不
定
期
開
催

　
～

危
機
に
備
え
る
～

皆
様

、
日
頃
よ
り
護
身
武
道
の
修
練

、
ご
苦
労
様
で
す

。

我
々
は
生
活
し
て
い
く
う
え
で
様
々
な
こ
と
が
そ
の
身
に
訪
れ
ま
す

。

人
生
は
不
思
議
と
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
て

、
良
い
こ
と
と
そ
う
で
な

い
こ
と
が
同
じ
く
ら
い
起
き
る
も
の
で
す

。
楽
し
い
こ
と

、
苦
し
い
こ

と

、
悲
し
い
こ
と

、
う
れ
し
い
こ
と
・
・
・

。
そ
の
な
か
に

『
危
機

』

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り

、
時
に
私
た
ち
を
苦
し
め
ま
す

。
こ
れ
は
誰

し
も
が
直
面
す
る
も
の
で

、
そ
し
て

、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

。
た
だ

、
そ
れ
に
日
頃
よ
り
備
え
る
こ
と
が
出
来
れ

ば

、
よ
り
リ
ス
ク
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

我
々
は
幸
い
に
も
武
道
の
修
練
に
よ

っ
て

、
強
い
心
身
を
目
指
す
こ
と

で
危
機
に
備
え
て
い
る
わ
け
で
す

。
何
か
問
題
が
起
き
た
と
き

、
冷
静

に
対
処
で
き
る
強
い
心

。
ま
た

、
不
意
の
災
い
に
あ

っ
て
も

、
鍛
え
た

体
は
大
き
な
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う

。
ま
た

、
社
会
に

出
れ
ば

、
自
分
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
危
機
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す

。
そ
こ
で
必
ず
力
と
な
り

、
大
き
な
支
え
と
な
る
の

は
人
と
の
絆
や
つ
な
が
り
で
す

。
護
身
武
道
の
教
え
に
も
あ
る
よ
う

に

、
人
と
の

『
和

』
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

。

何
気
な
い
普
段
か
ら
の
気
の
置
き
方

、
生
活
の
中
で
の
小
さ
な
努
力

、

そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
後
に
大
き
な
備
え
に
な
る
と
思
い
ま
す

。

み
ん
な
で
励
み

、
備
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す

。

松
戸
五
香
道
場
　
　
　
 
　
　
　
　
　
及
川
師
範

場
所
松
戸
市
五
香
西
四
丁
目
二
二
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
戸
市
立
松
飛
台
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
１
7
：
０
０
～

2
0
：
０
０

連
絡
先
０
９
０
７
２
１
７
５
６
６
１

※
新
入
会
員
・
・
・
小
栗
幸
恵
殿

、
小
栗
隆
幸
殿

 
松
戸
五
香
道
場
は

今
回
小
栗
幸
恵
ち
ゃ
ん

、
小
栗
隆
幸
君
２
名
の

新
し
い
仲
間
が
加
わ
り

ま
し
た

。
残
暑
が
長
く

続
い
た
今
年
の
夏
に
も

め
げ
ず
に
元
気
に
稽
古

に
励
ん
で
い
ま
す

。
先

輩
と
な

っ
た
菜
央
ち
ゃ

ん
寧
久
も
負
け
ず
に
稽

古
に
励
ん
で
い
ま
す

。

１
月
の
演
武
大
会
に
は
４
人
で
仲
良
く
出
場

す
る
ぞ
！
！

※

【
事
務
局

】
夏
期
合
宿
の
施
設
使
用
の
準

備
・
手
配
等
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

松
飛
台
小
学
校
体
育
館
で
の
練
習
は

、
猛
暑

の
中
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
変
快
適

に
練
習
・
研
修
が
で
き
ま
し
た

。

東
葛
道
場
　
 
 
　
　
　
　
　
　
　
　
長
島
師
範

場
所
　
我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７
　
我
孫
子
中
学
校
武
道
場

練
習
日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
　
１
9
：
０
０
～

2
１
：
０
０

連
絡
先
０
９
０
８
０
５
７
３
１
０
８

　
三
級
審
査
実
施
 
９
月
２
２
日

（
水

）

　
　
合
格
 
 
　
　
　
飯
田
祐
生
殿

※
楽
し
く
や

っ
て
い
ま
し
た

。
舘
長
よ
り

、
色
々
ご
指
導
を
賜

り
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た

。
こ
れ
か
ら
も

、
上
の
級
に
昇
級

で
き
る
よ
う
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い

。

　
こ
れ
か
ら
は

、
乱
取
り
を
も

っ
と
上
手
く
な
る
よ
う
指
導
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

世
田
谷
道
場
　
　
　
　
 
　
　
　
　
　
笠
置
師
範

場
所
　
世
田
谷
区
桜
丘
２
の
１
の
３
９
　
桜
丘
中
学
校
格
技
室

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
　
　
１
９
：
０
０
～

２
１
：
０
０

※
初
段
審
査
実
施
・
・
・

（
関
連
記
事
・
・
２
８
号
新
聞

）

　
　
高
橋
　
元
殿

　
実
施
日
八
月
七
日

（
土

）

　
認
可
・
・
初
段
　
指
導
員
助
手

　

｢

元
さ
ん
と
黒
帯

｣

　
祝
　
初
段
　
高
橋
元
氏

　
三
年
以
上
前
よ
り
今
夏
期
の
初
段
取
得
に
目
標
を

定
め

、
一
年
一
年
を
大
切
に
登

っ
て
き
ま
し
た

。
緑

帯
に
な

っ
て

｢

も
う
こ
れ
で
い
い

｣

、
な
ど
と
言
い

、
茶
帯
に
な

っ
た
時
も

｢

こ
れ
が
一
番
自
分
に
合

っ

て
る

｣

な
ど
と
妥
協

(

気
味

)

の
よ
う
に
言
い
な
が
ら
も
今
日
ま
で
続

け

、
や

っ
と
の
思
い
で
初
段

、
つ
ま
り
黒
帯
に
到
達
し
た
の
で
す

。

6
0
歳
を
目
の
前
に
初
段
に
合
格
で
き
た
の
は

、
快
挙
で
す

。
本
当
に

心
か
ら
う
れ
し
い
気
持
ち
で
す

。
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が

、
一
昨
年

、
そ
し
て
昨
年
と
昇
級
審
査
を
公
け
に
行
い

、
こ

こ
ま
で
来
ま
し
た

。
計
画
を
立
て
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
大

変
な
こ
と
か
は

、
や

っ
て
い
る
人
に
し
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

、
第
一
に

ど
ん
な
こ
と
が
あ

っ
て
も

、
楽
し
く
や

っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

、
こ
れ

が
私
達
の
成
果
物
だ
と
確
信
し
ま
す

。

　
初
段
は

、
大
変
難
し
い
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
が

、
一
生
懸
命
に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど

、
護
身
武
道
小
林
会
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る

、
ひ
と
つ
の
関
門
で
す

。
と
に
か
く
落
ち
着
い
て
時
間
を
か
け

進
む
の
で
す

。
年
齢
に
臆
す
る
こ
と
な
く

、
仕
事
の
忙
し
さ
に
気
落
ち

す
る
の
で
な
く

、
そ
れ
を
逆
手
に
し

、
自
分
に
合

っ
た
練
習
方
法
で
無

理
な
く
行
う
こ
と

、
こ
れ
が
秘
訣
で
す

。
そ
し
て
元
さ
ん
と
や

っ
て
気

づ
い
た
こ
と

、
年
齢
や
体
の
か
た
さ
に
は

、
こ
だ
わ
る
必
要
が
な
い
と

い
う
こ
と

。
心
配
を
し
な
く
て
も

、
続
け
て
い
れ
ば
上
達
は
誰
も
が
自

然
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

。
そ
ん
な
黒
帯
に
よ

っ
て
一
層
引
き

締
ま
る
気
持
ち
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

。
元
さ
ん
の
黒
帯

、
似
合

っ
て

い
ま
す

。

　
投
稿
　
高
橋
元

　
こ
の
た
び

、
お
蔭
様
で
み
ん
な
が
見
守
る
中

、
初
段
を
無
事
に
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。
こ
の
年
で
黒
帯
の
仲
間
入
り
が
出
来
た
こ

と
に
感
激
し
て
い
ま
す

。
今
ま
で
続
け
て
こ
れ
た
の
も

、
楽
し
く
や

っ

て
こ
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す

。
今
更
の
よ
う
に
護
身
武
道
小
林
会
の

す
ば
ら
し
さ
と
魅
力
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
き

、
気
持
ち
を
切
り
替
え
て

さ
ら
に
躍
進
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す

。
ま
だ
ま
だ
老
け
込
む
に
は
早

い
と
自
分
自
身
思

っ
て
い
ま
す
の
で

、
体
と
技
を
磨
き

、
一
生
懸
命
続

け
て
行
く
つ
も
り
で
す

。
ま
た

、
新
会
員
が
来
た
際
に
は
サ
ポ
ー

ト
を

し
て
道
場
を
盛
り
上
げ
て
い
く
つ
も
り
で
す

。
舘
長

、
そ
し
て
笠
置
先

生

、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

三
鷹
道
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
置
師
範

場
所
　
三
鷹
市
北
野
３
の
１
の
５
　
北
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
　
９
：
０
０
～

１
２
：
０
０

※
一
級
審
査
実
施

（
関
連
記
事
・
・
２
８
号
新
聞

）

　
実
施
日
　
　
八
月
七
日

（
土

）

　
実
施
場
所
　
松
戸
市
五
香
西
４
丁
目
２
２
の
１

　
　
　
　
　
　
松
戸
市
立
松
飛
台
小
学
校
体
育
館

　
４
級
合
格
　
鳥
山
貴
久
麿
殿

　
三
級
合
格
　
新
井
英
光
殿

　
　
　
　
　
　
斯
波
龍
也
殿

　
一
級
合
格
　
大
塚
裕
孝
殿

　
認
可
・
・
弐
段
　
支
部
指
導
員

　
　
　
　
　
　
植
田
拓
矢
殿

　
　
　
　
　
　
竹
下
剛
史
殿

　

｢

団
結
こ
そ
が
全
て
だ

｣

　
三
鷹
道
場
の
カ
ラ
ー

は

、
メ
ン
バ
ー

が
団
結
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す

。
武
道
自
体
が
個
人
競
技
の
よ
う
な
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
誤
解
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が

、
私
達
は
護
身
武
道
小
林
会
と
い
う

｢

武

道

」
で
あ
り

、
技
と
心
を
学
ぶ
も

の
で
す

。｢

心

」
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

は

、
互
い
に
成
長
を
す
る
仲
間
の
気
持

ち
を
十
分
考
慮
す
る
と
い
う
こ
と
も

、

含
ま
れ
て
い
ま
す

。
私
が
こ
の
夏
期
合

同
練
習
会
で
大
事
に
し
て
欲
し
い
か

っ

た
こ
と
は

、｢

人
の
気
持
ち

」
の
重
さ

で
す

。

　
合
同
練
習
会
に
て
緊
張
感
を
共
感
し

、
平
成
2
2
年
と
い
う
夏
の
思
い
出
を

み
ん
な
で
つ
く
る
と
い
う
こ
と

。
だ
か

ら
昇
級
昇
段
審
査
を
参
加
者
全
員
で
行

い
ま
し
た

。
大
変
な
の
は
決
し
て
自
分

だ
け
で
は
な
い

、
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
欲
し
か

っ
た
の
で
す

。
思
え
ば
演

武
大
会
終
了
後
に
弐
段
の
審
査
対
象
者

と
し
て

、
た
く
や

(

植
田

)

、
ツ
ヨ
シ

(

竹
下

)

の
二
名
を
理
事
会
に
か
け
て

か
ら

、
彼
ら
が
ど
れ
程
一
生
懸
命
に
な

っ
て
稽
古
を
積
み
重
ね
て
き
た
か

、
仲

間
も
知

っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う

。
今

と
な

っ
て
は
何
か
に
つ
け
て

、
弐
段
の

稽
古
ほ
ど
大
し
た
こ
と
は
な
い

、
と
彼

ら
は
口
に
し
ま
す

。
積
み
重
ね
て
勝
ち

取

っ
た
弐
段
は
偉
業
で
あ
り

、
後
輩
達

へ
の
見
本
で
す

。

　
来
年
初
段
の
対
象
と
な
る
ﾋ
ﾛ

（
大

塚

）
も

、
誇
れ
る
黒
帯
と
な
れ
る
よ
う

に
応
援
し
ま
す

。
そ
し
て
昇
級
を
し
た

み
ん
な
も

、
徐
々
に
登
り
詰
め
て
欲
し

い
と
願

っ
て
い
ま
す

。
そ
れ
ぞ
れ
が
素

晴
ら
し
い
能
力
を
持

っ
て
い
る
の
で

、

そ
れ
を
大
い
に
活

用
で
き
る
成
長
を

望
ん
で
い
ま
す

。

　
小
林
会
の
楽
し

さ

、
そ
し
て
大
変

さ
は

、
生
き
る
為

の
バ
イ
タ
リ
テ

ィ

で
あ
る
と
私
は
思

っ
て
い
ま
す

。

舘
長
が
言
う

、｢

今
を
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
こ
そ

が

、
勝
者
だ

」
。

こ
れ
か
ら
も
生
徒

ら
と
共
に
未
来
の

バ

ッ
ク
ボ
ー

ン
へ

と
結
び

、

　

｢

勝
者

｣

と
な

る
重
さ
を
わ
か
ち

合
い
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す

。

真
土
道
場
　
　
　
中
武
師
範
　
及
川
師
範
　
舘
 

長

場
所
荒
川
区
西
日
暮
里
一
の
五
の
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
旧
真
土
小
学
校
三
階
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
１
０
：
０
０
～

１
２
：
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
：
３
０
～

１
４
：
３
０

※
初
段
審
査
実
施

（
関
連
記
事
・
・
２
８
号
新
聞

）

　
川
島
孝
浩
殿

　
実
施
日
　
　
八
月
七
日

（
土

）

　
認
可
・
・
初
段
　
指
導
員
助
手

「
初
段
審
査
を
受
け
て

」
 
　
　
　
　
川
島
孝
浩

8
月
7
日
猛
暑
の
中

、
入
門
し
て
3
年

、
初
段
審

査
を
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

。
個
人
的
に
は
手

術
し
て
約
一

ヶ
月
後
の
審
査
に
正
直
な
と
こ
ろ
迷

い
が
あ
り
ま
し
た

。
し
か
し

、
館
長
に
審
査
の
延

期
を
相
談
し
な
が
ら
も

、
他
方
で
は
審
査
を
受
け

前
に
進
み
た
い
自
分
が
い
た
り
し
ま
し
た

。
結
果

的
に
は
審
査
を
受
け
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
思
い

ま
す

。
黒
帯
を
頂
い
た
時
は
単
純
に
舞
い
上
が
る

気
持
ち
で
し
た

。
し
か
し
な
が
ら

、
道
場
で
初
め
て
帯
を
締
め
た
瞬
間

に
何
か
い
つ
も
と
は
違
う
緊
張
感
に
戸
惑
い
ま
し
た

。
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に

、
館
長
や
師
範
に
教
え
て
も
ら
え
ば
い
い

、
で
は
済
ま
さ
れ
な
い

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

を
感
じ
ま
し
た

。
こ
れ
ま
で
自
分
が
学
ん
だ
技
を
他
人

に
指
導
で
き
る
ま
で
理
解
し
実
行
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い

、
そ
の
使

命
の
重
さ
が
帯
か
ら
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た

。
自
分
の
護
身
武
道
の
本
当

の
修
業
が
今
始
ま

っ
た
と
感
じ
身
が
引
き
締
ま
る
今
日
こ
の
頃
で
す

。

※
新
入
会
員
・
・
・
中
嶋
雅
隆
殿

他
の
武
道
経
験
者
で

、
生
涯
学
習
ラ
ー

ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
修
了
生
で

す

。
初
回
練
習
よ
り

、
防
具
を
揃
え
参
加
し
ま
し
た

。
乱
取
り
の
経
験

は
無
い
と
の
こ
と
で
す
が

、
な
か
な
か
の
も
の
で

、
全
員
で
楽
し
く
怪

我
の
無
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す

。
演
武
大
会
に
向
け
て
も
力
を
入

れ
て

、
練
習
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す

。

　

上
野
道
場
　
　
　
　
　
 
 
 
 
　
　
　
瀧
井
師
範

場
所
　
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
１
９
：
０
０
～
２
０
：
１
０

※
一
級
審
査
実
施
（
関
連
記
事
・
・
２
８
号
新
聞

）

　
実
施
日
　
　
八
月
七
日

（
土

）

　
合
格
　
　
　
能
登
屋
俊
介
殿

　
　
　
　
　
　
谷
岡
拓
哉
殿

※
月
一
回
の
乱
取
り
の
練
習

※
上
野
道
場
第
二
四
半
期
を
ふ
り
か
え

っ
て

上
野
道
場
に
仲
間
が
七
月
か
ら
一
人
増
え
ま
し
た

。
根
本
拓
君
で
す

。

小
学
校
一
年
生
で
す

。
大
関
達
也
君
と
は

、
同
級
生
で
す

。
練
習
で
は

ま
だ
な
れ
ま
せ
ん
が

、
大
き
い
声
を
出
し
て

、
上
達
し
よ
う
と
が
ん

ば

っ
て
い
ま
す

。
大
関
達
也
君
も
同
級
生
が
入
門
し
た
こ
と
で
先
輩
と

し
て
の
自
覚
が
た
ま
に
み
て
と
れ
ま
す

。
お
互
い
に
良
き
仲
間
と
し
て

練
習
し
て
欲
し
い
な
と
思
い
ま
す

。

審
査
を
受
け
た
な
か
で
も

、
谷
岡
拓
哉

、
能
登
谷
俊
介
両
名
は

、
夏
季

合
宿
で
１
級
の
審
査
を
受
け
合
格
し
ま
し
た

。
い
よ
い
よ
来
年
の
合
宿

で
初
段
を
め
ざ
し
ま
す

。
本
人
た
ち
も
黒
帯
が
見
え
て
き
た
こ
と
で

、

練
習
に
も
熱
が
入
り

、
ま
た
道
場
の
後
輩
を
リ
ー

ド
し
て
く
れ
る
頼
れ

る
兄
貴
分
に
な

っ
て
き
ま
し
た

。
松
本
茜
さ
ん
は

、
紅
一
点
が
ん
ば

っ

て
い
ま
す

。
合
宿
も
参
加
さ
れ

、
学
業
の
忙
し
い
中
が
ん
ば

っ
て
練
習

し
て
い
ま
す

。

大
関
友
也

、
鎌
田
悦
暉
両
君
も
同
級
生
で
す

。
性
格
ち
が
い
ま
す
が

、

同
じ
武
道
を
練
習
し
て
い
る
仲
間
で
も
あ
る
の
で

、
こ
れ
か
ら
も
お
互

い
を
補
い
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

。
九
月
に
は

、
大
関
友
也

、
達
也
く
ん

が

、
他
武
道
の
大
会

(

空
手

)

に
出
場
し

、
大
い
に
健
闘
し
ま
し
た

。

来
年
は
よ
り
多
く
の
人
の
参
加
を
期
待
し
ま
す

。

　
（
有

）
亀
屋
酒
店

（
銘
酒
専
門

、
お
中
元

、
お
歳
暮
に

）

三
鷹
市
北
野
３
の
６
の
１
０

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

０
４
２
２
ー

４
５
ー

５
４
６
０

)

和
菓
子
処
　
八
千
代
堂

本
　
 

店
　
合
羽
橋
通
り
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

3
8
4
1

)

3
4
4
1

千
束
店
 
 

千
束
通
り
入
口
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

3
8
7
2

)

1
7
0
5

石
川
商
店

（
お
肉
屋
さ
ん

）

台
東
区
入
谷
１
の
９
の
３

（
初
代
会
長
の
お
店

）

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

３
８
７
３

)

４
７
２
０

瀧
井
商
店

（
す
だ
れ

）

台
東
区
東
上
野
６
丁
目
・
・
会
長
の
お
店

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

　
３
８
３
１

)

０
８
４
４

（
有

）
カ
サ
ギ
電
気
工
業

（
電
気
工
事

、
設
計

）

世
田
谷
区
祖
師
谷
２
の
９
の
２
６

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

３
４
８
４

）
６
２
８
２

有

）
油
屋
商
事

（
エ
ネ
ル
ギ
ー

、
住
宅
設
備

）

ひ
た
ち
な
か
市
笹
野
町

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

０
２
ー

９
２
７
４
ー

８
８
８
７

)

最
後
に
来
年
一
月
の
演
武
大
会
に
む
け
て
道
場
一
丸
と
な
り

、

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

。
振
り
返
り
子
供
た
ち
の
成
長
だ
け
で
な

く

、
子
供
た
ち
に
負
け
な
い
成
長
を
自
分
も
し
な
け
れ
ば
と
肝

に
め
い
じ
ま
し
た

。

　
上
野
道
場
　
　
　
瀧
井
正


